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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｃ０８Ｌ 101/12    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月5日(2011.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂モノマーと離型剤モノマーとを含む出発成分から重合されるポリマーを含むケミカ
ルトナー組成物であって、１．３０以下の体積平均粒径分布係数を有する粒子を含むケミ
カルトナー組成物。
【請求項２】
　樹脂モノマーと離型剤モノマーとを含む出発成分から重合されるポリマーを含む乳化重
合凝集法トナー組成物であって、１．３０以下の体積平均粒径分布係数を有する粒子を含
む乳化重合凝集法トナー組成物。
【請求項３】
　（ａ）（ｉ）樹脂モノマーと離型剤モノマーとを含む出発成分を含む分散相、及び（ｉ
ｉ）水と相間移動触媒とを含む出発成分を含む連続相、を含む分散体を形成すること；
　（ｂ）前記樹脂モノマーおよび前記離型剤モノマーを重合させてポリマーを形成させる
こと；
　（ｃ）前記ポリマーと着色剤とを含むトナー前駆体材料を凝集させて、凝集トナー前駆
体材料を得ること；および
　（ｄ）前記凝集トナー前駆体材料を合一させて、前記着色剤と前記ポリマーとを含む乳
化重合凝集法トナー組成物を得ること、
を含む方法。
【請求項４】
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　１．３０以下の体積平均粒径分布係数を有する粒子を含む請求項３に記載の方法。
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